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「
上
田
市
立
産
婦
人
科
病
院
」が

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

常磐城にある上田市産院は３月31日をもって閉院とな
り、４月１日からは新病院で診療を行います。
名　称  上田市立産婦人科病院
住　所  〒386－0022　上田市緑が丘一丁目27番32号
　　　　　（信州上田医療センター隣接地）
※車で来院の方は、上田市立産婦人科病院・信州上田
医療センター共用駐車場をご利用ください。

電話番号  22・1573（※上田市産院の番号と同じです）

　

上
田
地
域
の
周
産
期
医
療
体
制
の
危
機

的
状
況
と
産
院
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
22
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た

産
院
の
移
転
新
築
事
業
が
間
も
な
く
完
了

し
ま
す
。

　

産
院
は
、
昭
和
27
年
に
北
大
手
町
に
開

設
し
て
以
降
、
43
年
に
現
在
の
常
磐
城
に
移
転
後
も
、

市
立
病
院
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
な
が

ら
数
多
く
の
出
産
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
医
療
技
術
の
進
歩
や
医
師
不
足
の

顕
在
化
、
ま
た
女
性
の
生
涯
を
通
じ
た
診
療
が
望
ま
れ

る
な
ど
、
産
婦
人
科
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
信
州
上
田
医

療
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
へ
移
転
し
て
、
小
児
科
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
各
科
と
の
連
携
に
よ
り
安
全
な
医
療
提

供
を
図
り
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
や
要
望
に
応
え
ら
れ

る
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
立
産
婦
人
科
病
院
で
は
、
産
科
・
婦
人
科
と
も
に

受
診
し
や
す
く
、
ま
た
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
医
療
の
提
供

に
努
め
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
分
娩
数
を
担
い
な
が

ら
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
の
提
供
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

市立産婦人科病院と立体駐車場の全景
2



演　題 　「日本産婦人科医会、
 私達が歩んで来た道」
講　師  寺尾俊彦氏
　　　　　（公益社団法人日本産婦人

科医会会長、国立大学法人
浜松医科大学前学長）

演　題 　「新たなる飛躍を
 －産婦人科の未来学－」
講　師  吉村𣳾

やす

典
のり

氏
　　　　　（社団法人日本生殖医学会

理事長、慶應義塾大学医
学部産婦人科学教室産科教
授）

　市立産婦人科病院の開院に先立ち施設の内覧会を開
催します。市民はじめ関係者や利用者の皆さんのご来
場をお待ちしています。
日　時  ３月24日㈯午後２時～４時
 　　25日㈰午前９時～正午
場　所  上田市立産婦人科病院

※車でお越しの方は、共用駐車場をご利用
ください（内覧会会場へ駐車券持参で無
料になります）。

内覧会を開催します

上田市立
産婦人科病院

●信州上田医療センター

上田城跡公園入口

信州上田
医療センター入口

中央北
1・2 丁目

国道18号

竣工記念講演会を開催します
　今日の日本の産婦人科医療を支える先生方を講師に
迎え、講演会を開催します。またとない機会です。皆
さんのご来場をお待ちしています。

病院の理念
女性の健康、母と子の幸せと健やかな子供の成長のため、質の高い医療・助産・看護サービスを提供し、「赤ちゃん
とお母さんにやさしい病院」として安全・安心な妊娠・出産・育児を支援します。また、女性専門の産婦人科
病院としてライフサイクルに応じた女性の健康を守ります。

基本
方針

⑴地域社会の要請に応え、良質な医療・助産・看護サービスを提供します。
⑵患者および家族の皆様から信頼される、安全・安心で快適な医療を提供します。
⑶地域の医療機関と緊密に連携を図り、女性の健康・母子保健の向上に貢献します。
⑷より良質な医療・助産・看護サービスの向上を目指し、医療従事者の教育研修に努めます。
⑸自治体病院の公共性を考慮しつつ、健全な病院運営に努めます。

診療
科目

産　科：正常分娩等（軽度の異常分娩および帝王切開を含む）
婦人科：がん検診、一般婦人科疾患（良性）、思春期から更年期までの専門外来

参加費  無料

日　時  ３月24日㈯午後３時～５時
場　所  ひとまちげんき・健康プラザうえだ
 ２階多目的ホール
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病室

【病院】
●住所　上田市緑が丘一丁目27番32号
●延べ面積　3,033㎡
　（新病院2,961㎡、ゆりかご72㎡）
●構造　鉄骨造　３階建
●内容　病床数　一般病床27床
　　　　（うち未熟児病床５床）
　　　　※ゆりかご　居室数２室
【立体駐車場】
●建築面積　2,715㎡
●構造　鉄骨造／１層２段
●内容　駐車台数／196台

婦人科中待合

ゆりかご

分娩室 手術室

施設の概要を紹介します
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３　階
●分娩室･手術室　一般的な分娩や手術を行います。
●LDR室　陣痛、分娩、回復までを移動することなく行えます。
●特別室　バス、トイレ付の個室です。LDRにも対応します。
●１人部屋　シャワー、トイレ付の個室です。
●４人部屋　それぞれのベッドをカーテンで仕切ります。
●新生児室　管理の必要な新生児の部屋です。
●授乳室　入院患者専用の授乳室です。
●沐浴室　病院で生まれた新生児の沐

もく

浴
よく

室です。
●スタッフステーション　入院患者対応の助産師･看護師がいます。

２　階
●受付･会計　診療の受付、医療費の会計を行います。
●産科･婦人科外来
　それぞれ専用のエリアとしています。
　診察室・内診室各２室、助産師外来、指導室などがあ
ります。
●授乳室　どなたでも授乳に使えます。
●医局
　医師や看護スタッフが症例検討などを行います。

１　階
●エントランスホール
　病院入口のホールです。
　くつろぎのスペースとしてご利用できます。
●多目的ルーム
　母親学級、ミニ講演会、スタッフ学習会など
に利用します。
●ゆりかご　上田市子育て支援施設です。

２階

１階

３階

スタッフステーション

受付・会計

特別室

エントランスホール　上田市産院　TEL22・1573
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上田市総合計画審議会丸山正明会長から市長への答申

４月から
第一次上田市総合計画「後期基本計画」が
                                 スタートします

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
８
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
の
将
来
像「
日
本
の
ま
ん
中

　

人
が
ま
ん
中　

生
活
快
適
都
市
」の
実
現
に
向
け
、
平

成
23
年
度
ま
で
を
前
期
基
本
計
画
期
間
と
し
て
、
新
市
の

具
体
的
施
策
を
掲
げ
て
成
長
・
発
展
期
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
前
期
基
本
計
画
の
成
果
を
踏
ま
え
、
後
期

基
本
計
画（
計
画
期
間
：
24
〜
27
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
が
自
主
的
に
進
め
る
各
種
の
地
域
活
動
や

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
実
現
し
て
い
く
地
域
の
共
通
目

標
で
あ
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
に
つ
い
て
も
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
見
直
し
ま
し
た
。

　  政策企画課　TEL23・5112

総合計画審議会への諮問：平成22年10月12日
審議会からの最終答申：平成23年８月９日
市議会の議決：平成23年10月４日
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後期基本計画の施策のあらまし

第１編

○平成23年４月１日に施行された自治基本条例の理念である参加と協働に基づく住民自治と地域の個
性および特性を尊重した地域内分権による地域の自治を推進します。

　地域の創意をまとめる仕組（新たな住民自治組織）の検討。地域予算の拡充。わがまち魅力アップ応援
事業の推進と拡充の検討。地域協議会と地域自治センター機能の見直し。

○効率的かつ効果的な行政経営、健全な財政運営を図ります。
　第二次上田市行財政改革大綱・アクションプログラムの実行。市民の満足度向上を図る施策・事業へ
の重点的かつ効率的な財源配分。パブリックコメント手続きの制度化。

○地域の中心都市として広域的な連携の強化と交流を促進します。
　各市町村が持つ機能や魅力を生かして定住人口の確保を図る上田地域定住自立圏（上田市、東御市、
青木村、長和町、坂城町、立科町）での具体的な取組（医療、福祉、教育・文化、環境、産業振興、地
域交通、地産地消などの各分野で17項目）。外国籍市民への支援と多文化共生のまちづくり。

地域内分権の第４ステージの取組内容
第１ステップ

（平成24～26年）
第２ステップ

（平成27～29年）
第３ステップ

（平成30～32年）

住民自治組織の設置
【検討・調整期】 【設立準備期】 【設立推進期】

地域担当職員の配置
【検討・導入期】 【確立期】 【定着期】

地域予算の確立
【拡充期】 【交付金転換期】 【確立・定着期】

行政による地域課題の共有、協働のまちづくり支援

地域協議会と自治会などが連携したまちづくり推進組織（住民自治組織）の育成

地域が主体的に地域課題に取り組める財政環境の整備

第２編

○地産地消の推進と安全・安心な食の提供を図ります。
　直売所の充実、学校給食や旅館などでの地産地消の推進。低農薬・低化学肥料栽培の促進。生産と食
品加工や流通販売との連携の推進（農商工連携）。深刻化する鳥獣被害の防止。
○北陸新幹線の金沢延伸を見据え交流人口の増加のため、真田ブランドの活用など魅力ある観光の基盤
整備を図ります。

　真田氏ゆかりの自治体や新幹線沿線の自治体と連携し
た広域観光。県外客や訪日外国人旅行者の積極的な受
け入れ。ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた
観光地づくり。

○中心市街地活性化基本計画（上田地域）、TMO構想（丸
子地域）に基づき民間事業と連携して都市機能の充実、
商業の活性化の支援に取り組みます。

　空き店舗の再生。商工会議所・商工会などと連携した
イベント、新規創業・経営革新・後継者育成の支援。

○独創的な商品や技術開発の支援と市内の雇用を維持確保していくため、企業誘致のほか既存企業の留
置に取り組みます。

　産学官連携施設（AREC）の活用。信州大学などとの連携。上田地域内での企業間連携の促進。勤労者
福祉センターを拠点とした勤労者支援。雇用創出の取組（児童・生徒へのものづくり教室の展開）。

上田真田まつり

コミュニティ・自治　～認め合い  自ら動き  個性きわだつ～

産業・経済　～知恵集め  技術磨き  未来ひらく～
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第３編 自然・文化　～水跳ね  緑かがやき  文化はぐくむ～

○市民協働による自然環境の保全と新エネルギーの利活用を進めます。
　市民・NPOなどとの協働による自然環境の保全。公共施設や住宅への太陽光などの新エネルギーの導
入促進。木質バイオマスエネルギーの利用促進。

○学習活動と伝統行事に直接触れる機会を創出して歴史的・文化的遺産の継承と振興を図ります。
　上田城跡公園など史跡の保全・整備。子ども達の地域の伝統行事への積極的な参加。
○文化の新たな拠点づくりと市民による文化活動や新たな創造への支援に取り組みます。
　育成を基本理念に据えた「交流・文化施設」の整備と子どもたちの芸術の鑑賞や体験学習、市の内外か
ら人々が集い交流する文化芸術活動。

第４編 生活環境　～生活快適  住んでてよかった～

○上田地域広域連合と連携した家庭や事業所からの廃棄物の削減・再資源化や生ごみの資源化など環境
負荷軽減の取組を促進します。

　資源循環型施設（統合クリーンセンター、リサイ
クルプラザ）の建設。廃棄物の減量化と再資源化。

○東日本大震災を教訓とした災害に強いまちづくり
を進めます。

　地域防災計画の見直し。河川・排水路の豪雨対策
の計画的な実施。土砂・地震・洪水災害ハザード
マップの作成。

○幹線道路の整備、地域外との交流を促進する道路
などの充実、安全で人や自然にやさしい道路整備
を図っていきます。

　国や県と連携した広域幹線道路の整備促進（国道
上田バイパス第２期工区など）。崩落が起きた丸
子小牧線のトンネル整備。歩道整備（小島手塚線
ほか）。既存橋梁の計画的な維持補修による長寿
命化の推進。「上田 道と川の駅」の充実。「乗って
残す」、「乗って活

い

かす」を基本とした公共交通の
利用促進。

交流・文化施設イメージ図

河川の豪雨対策
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第５編 健康・福祉　～支え合い  健やかに  女
ひ と

男
ひ と

いきいき～

○ひとまちげんき健康プラザ・うえだを活用した病気予防へ
の取組と信州大学医学部や県と連携して信州上田医療セン
ターを中核とした医療提供体制を充実します。

　新上田市民健康づくり計画の策定。信州上田医療センター
を中心とした医師確保の取組の支援。信州上田医療セン
ターと上田市立産婦人科病院が連携し、安全性を高めた周
産期医療の提供。

○仕事と子育てを両立し、安心して子どもを産み育てるため
の環境整備に取り組みます。

　子ども医療費給付金の充実。保育料の軽減。中央子育て支援センター（ひとまちげんき健康プラザ・
うえだ内）と関係機関が連携した子育て相談体制の充実。保育園・幼稚園の計画的な整備。乳児・延長・
休日保育など保育サービスの充実。児童の障害の程度や成長段階に合わせた支援と障害児保育の充実。

○高齢者や障がい者が住み慣れた地域でいきいきと安全・安心に暮らせる環境整備を進め、介護予防、
生きがい活動に取り組みます。

　高齢者や障がい者の生活や権利を保護・支援する成年後見センターの設置と運営。認知症の方や家族
を支援する認知症サポーター養成。住み慣れた地域で受けられる地域密着型サービス、介護保険事業
計画に基づく特別養護老人ホームや老人保健施設等の計画的な整備。ボランティア活動の推進。公共
的施設のバリアフリー化。

○すべての人の人権が尊重される社会の実現に向けた取組と男女共同参画の取組を推進します。
　学校や地域、企業などでの人権教育。男女の人権が尊重されるための意識啓発や学習機会の充実。

第６編 教育　～学び  育ち  人かがやく～

○教育の充実のための具体的な施策をまとめた教育支援プランに基づき、豊かな心やたくましさを育て
る教育の推進と地域ぐるみで子ども達を守り育てる環境の整備に取り組みます。

　小中一貫した教育カリキュラムなどの研究や小中学校間の教職員連携を深めた指導の一貫性の向上。
地域に開かれた学校づくりのため住民の意見を学校運営に反映（コミュニティスクールや学校評議員
制度）。子育てサポーターなどによる地域と連携した子育て支援。
○安全で安心して学べる教育環境を整えます。
　校舎・体育館の耐震化促進。老朽化した学校施設の計画的な改築。教育相談所など相談体制の充実。
外国籍児童生徒への支援。

○生涯学習の推進とその成果をまちづくりに生か
します。

　公民館、図書館など社会教育施設の整備の促進。
高等教育機関と連携した公開講座の実施。まち
づくりに生かせる知識や経験を持つ人材の発掘
と情報の収集・共有化。

○誰もがいつでもスポーツに親しむことができる
生涯スポーツ社会の実現を目指してスポーツイ
ベントの開催や施設の有効活用に努めます。
　統合型スポーツクラブの育成・支援。学校体育
施設の開放。各種スポーツ大会や教室の開催。
地域の特性を生かしたスポーツ合宿の誘致。

後期基本計画の施策のあらまし

地域医療教育センター（信州上田
医療センター内）での研修の様子

改築された塩田中学校
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大勢の人に愛される上田城跡
～市民の憩いの場として～

　皆さんは、上田城跡公園で以前、スケートや魚つりができたことをご存知ですか。昭和
40年代までは、冬になると堀の水がかちかちに凍り、子どもも大人もスケートを楽しむこ
とができました。また、魚釣り大会が開催されるなど、堀は子どもたちの格好の遊び場に

なっていました。この頃堀にはつり
橋が架かっていて、招

しょう
魂
こん
社
しゃ
の前から

本丸（通称・だんご山）へと渡ってい
くことができました。
　博物館の北側にあるテニスコート
は、昭和２年に造られた歴史あるも
のです。昭和53年に長野県で開催さ
れた「やまびこ国体」の競技会場とし
て使用されました。
　招魂社の東隣の、現在、広場となっ
ている場所には、昭和63年まで武

ぶ
徳
とく

殿
でん
（上田市総合展示場）がありました。かつては屋内体
育館などとしても利用されたこの建物は、いろいろな
催しものが開かれたため、多くの皆さんが覚えている
ことと思います。
　また、公園内にはたくさんの碑や赤松小三郎、山極
勝三郎、三

み
吉
よし
米
よね
熊
くま
をはじめ、上田市に縁の深い先人た

ちの像があります。こうした碑や像を巡るのも楽しい
かもしれません。
　博物館前の庭園の一角にある、SBC信越放送のラジ
オ塔。かつては全国の公園などにこのようなラジオ塔
が建てられ、時報や緊急放送を伝える役目を果たして
いました。現在では放送が流れることはありませんが、
古くなりその役割を終えた今も、上田城跡にその姿を
留め歴史を物語っています。
　このように、廃城となった上田城は、市民の憩

いこ
いの

場である公園として生まれ変わり、いろいろな世代の
皆さんに愛され、親しまれ、現在に至っています。

本丸堀でのスケート（昭和35年）

シ
リ
ー
ズ

上
田
城
の
歴
史

城
跡
公
園
の
未
来

上田城の古い写真や絵図を探しています
上田城に関する写真や絵図について、皆さんからの情報の提供をお願いしたところ、幾つかの情報が寄せられました。
市では引き続き上田城の櫓復元という夢に向けて、調査研究に必要な情報をお待ちしています。

特に提供いただきたい情報
・櫓が写っている古い写真（明治初期）　　・櫓の高さが書き込まれた絵図　　・櫓の立面図
・上田城跡内で撮影した写真（昭和30年頃まで）　　・櫓など建物の移転先についての情報

　 文化振興課　TEL23・6361

本丸堀での釣り大会（昭和40年）

やまびこ国体開催（昭和53年）

Vol.4
最終回
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古
写
真
を
も
と
に
復
元
さ
れ
た
櫓
門

〜
１
１
０
年
ぶ
り
に
再
建
〜

櫓と武者溜りの復元をめざして
～未来の上田城跡の姿は～

　市では、上田市交流・文化施設の建設に合わせ、
市民会館を解体し、跡地を史跡本来の姿に復元す
る方針で、史跡上田城跡整備検討委員会や文化庁
などとの話し合いを進めています。
　市民会館と駐車場付近は、江戸時代の絵図によ
ると「武者溜

だま
り」と呼ばれ、３ｍ程の高い石垣や土

塁に囲まれた広場になっていました。また、「三十
間堀」という長方形の堀（長さ約50ｍ）があったこ
とも知られています。こうした城の景観を復元し、
また、公園としての利用しやすさも考慮しながら、
史跡としての魅力を高めていく計画です。
　また、７棟あった本丸の櫓は、現存する３棟を
除く、明治10年頃に解体された四つの櫓のうち、
本丸の鬼門除けの位置（北東）にあった櫓２棟から
復元する計画で、現在、必要な資料などの調査収集を進めています。しかし、復元に必要な櫓に関する古い
図面や写真は、残念ながら見つかっていません。今後、こうした資料を探しつつ、現存する櫓を参考に復元
が可能かどうかなど、さらに研究を進めていきます。

享保年代上田城下之図（1716～1735）より

Vol.4

解体前の櫓門（明治10年頃）

復元された現在の櫓門  

上
田
城
跡
の
本
丸
に
櫓や
ぐ
ら

門
が
復
元
さ
れ
た

の
は
、
平
成
６
年
３
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

史
跡
に
建
物
を
復
元
す
る
場
合
に
は
、
寸

法
や
外
観
な
ど
、
以
前
に
あ
っ
た
も
の
と
同

じ
よ
う
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建

物
の
古
い
設
計
図
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
上
田
城
の
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
櫓
門
は
発
掘
調
査
で
柱
の
基

礎
の
位
置
を
調
べ
、
右
上
の
古
写
真
に
写
っ

て
い
る
解
体
前
の
姿
か
ら
建
物
の
寸
法
な
ど

を
割
り
出
し
、
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
古
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
明
治

10
年（
１
８
７
８
）頃
で
、
櫓
門
が
解
体
さ
れ

た
の
は
明
治
12
年
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

約
１
１
０
年
ぶ
り
に
再
建
さ
れ
た
、
待
望

の
櫓
門
は
、
建
設
状
況
を
当
時
の
広
報
う
え

だ
が
逐ち
く

一い
ち

市
民
に
伝
え
、
現
在
、
上
田
城
跡

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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特別展示

2012年

4月6日金～5月6日日

高橋まゆみ作

人形作家

[ 真田十勇士 ]

乱
世
に
舞
っ
た
永
遠
の
英
雄
た
ち

開館時間  午前10時から午後6時まで（入館は午後5時30分まで）
休 館 日  毎週水曜日（4/25） ※ただし、4/6～24、4/26～5/6は無休
入 館 料  一般300円、高・大学生200円、小・中学生100円（市内の小・中・高生は無料）
　　　　  ※団体・障害者割引あり

〒386-0012 長野県上田市中央3-7-3 TEL 0268-28-7100

池波正太郎真田太平記館

長野新幹線・しなの鉄道上田駅から徒歩10分
上信越自動車道上田菅平インターから車で10分交通

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り 

特
別
企
画
展

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り 

特
別
企
画
展

真
田
幸
村
と
十
勇
士

情報

丸子公民館カルチャースクール
「みんな発展途上展」交流作品展を開催します

日　時 　３月18日㈰午前９時～午後４時
場　所 　長瀬市民センター
内　容 　
・作品展示／「山野草に親しむ」、「トールペイント」午前９時～午後４時
・舞台発表／「楽しむヨガ※」午後１時～、　「和装を楽しむ」午後２時～、「民謡と踊り」午後２時30分～
・体験教室／「山野草植え付け体験」（ウチョウランなどの小型野生ランの植え付け。当日先着10名、材料

費500円）午前10時～11時30分
 　「トールペイント・ミニトートバッグ」（図案は複数から選べます。当日先着10名、材料費1,000

円）午前10時～正午
 　「楽しむヨガ」（※舞台発表の時に一緒に体験します。お持ちの方はヨガマット、またはバス

タオル、水分補給の飲み物を持参。運動のできる服装で）午後１時～
　丸子公民館　TEL42・3147

池波正太郎真田太平記館
上田城千本桜まつり特別企画展と特別講座

　今年度開講した教室の舞台発表、作品展示、および体験教室を行います。

◇特別企画展「真田幸村と十勇士」

人形作家・高橋まゆみさんの作品「真田十勇士」人形を展
示し、十勇士関連資料などを紹介します。
日　時 　４月６日㈮～５月６日㈰午前10時～午後６時
　　　　　（入館は午後５時30分まで。開催期間中、
 ４月25日㈬のみ休館）
場　所 　池波正太郎真田太平記館
入館料 　一般300円（市内高校生以下無料）
 団体・障がい者割引あり。

◇特別講座

◆第１回　「人形出会い旅」
日　時 　４月７日㈯午後２時～３時
場　所 　池波正太郎真田太平記館交流サロン
講　師 　高橋まゆみ氏（人形作家）
定　員 　60名
参加費 　800円（お茶代含む）
申し込み 　３月27日㈫までに、電話で池波正太郎真田太平記館へ。
※第２回の講座は、日程が決まり次第お知らせします。
　池波正太郎真田太平記館　TEL28・7100
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Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

　忍者「真田十勇士」「カムイ伝」の漫画のモデルの地・真田町で、子どもの頃のワクワク
した気持ちを思い出す、100％勇気と希望が湧く「体験型シンポジウム」を開催します。

体験型シンポジウム
忍たま乱太郎と遊びのチカラ ～忍法「心の龍

りゅう

を育てる」の段～

一緒に歩いて地域の魅力を再発見！
「景観ウォッチング ～真田編～」を開催します

　真田地域自治センター周辺の横尾・戸沢地区など約6.5㎞を、講師とともに散策し
ます。真田氏発祥の郷として多くの歴史的・文化的建造物があり、また、豊かな自然
景観にも恵まれている真田地域の景観の魅力を発見できるはず。一緒に歩いてみませ
んか。

親子ふれあい広場
「はらぺこあおむし」コンサート

日　時 　３月17日㈯午前10時30分～午後３時30分
場　所 　真田中央公民館
内　容 　
・第１部　「遊びのチカラを体験する」ワークショップ、「忍者修行！～真田十遊

ゆう

士の
 巻～」、「忍者料理体験交流会」（午前10時30分～午後１時30分）
・第２部　講演「果報は寝て待とう!!」尼

あま

子
こ

騒
そう

兵
べ

衛
え

氏（「忍たま乱太郎」原作者）、子ども
 向けには「忍たま乱太郎」ＤＶＤ視聴コーナーあり（午後２時～３時30分）
※忍者食試食、手裏剣体験、参加者には、忍たま乱太郎オリジナルカードのプレゼン
 トあり。
対　象 　どなたでも　　 定　員 　第１部／先着60名、第２部／150名（申し込み不要）
託　児 　要予約　　 参加費 　無料（第１部のみ材料費200円）
申し込み 　第１部のみ、３月13日㈫までに、住所、氏名（子どもは年齢も）、連絡先を、
 電話、またはFAX（23・6368）で生涯学習課へ。
プレイベント

　３月１日㈭～30日㈮、市内図書館で、シンポジウムの内容に沿ったテーマ本の特設コーナーを設置します。
忍者スタッフ募集 　
　忍者になりきって、運営に参加するスタッフを募集します（当日午前９時から忍者研修会を開催します）。
　  生涯学習課　TEL23・6370

日　時 　３月24日㈯午前９時30分～午後０時30分頃
　　　　　（午前９時20分までに真田地域自治センター正面玄関前集合）※小雨決行
講　師 　牧

まき

谷
たに

孝則氏（NPO法人ルーバンデザイン研究所理事長）　　 定　員 　先着30名
参加費 　無料　　 申し込み 　３月22日㈭までに、電話または都市計画課窓口へ。
　  都市計画課　TEL23・5127

　親子ふれあい広場で自由遊び後、「はらぺこあおむし」の大型絵本を見ながら、松坂聖
せい
子
こ
さん（ふ

れあいハーモニー川辺合唱団指導者）による、歌とピアノのコンサートをお楽しみください。童
謡や楽しい歌も一緒に歌いましょう。

日　時 　３月14日㈬午前10時～11時30分　　 場　所 　中央公民館３階大会議室
対　象 　入園前の子どもと保護者　　 参加費 　１組100円
　中央公民館　℡22・0760
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

屋
外
放
送
設
備
工
事

　

㈶
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
所
管
の
宝

く
じ
助
成
金
を
受
け
、
下
堀
自
治
会
で

は
屋
外
放
送
設
備
と
し
て
２
か
所
に
各

３
基
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
今

後
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
情

報
伝
達
手

段
と
し

て
、
ま
た

地
域
の
絆

を
深
め
る

た
め
の
施

設
と
し
て

活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
２
）

重
度
心
身
障
害
者
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成

●
対
象　

①
〜
⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。
①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
、②「
療

育
手
帳
」Ａ
１
の
方
、
ま
た
は
、「
身
体

障
害
者
手
帳
」下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能

お
よ
び
視
覚
障
害
１
・
２
級
の
方
、
③

世
帯
全
員
の
平
成
22
年
所
得
税
額
の
合

計
が
２
万
１
０
０
０
円
以
下
の
方
、
④

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
な
い
方
、
⑤
市
税
に
滞
納

が
な
い
方
。

●
助
成
額　

８
８
０
円（
利
用
１
回
当
り
）

●
利
用
回
数　

最
大
で
24
回（
４
月
ま
で

に
申
請
し
た
場
合
）

●
申
し
込
み　

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
。ま
た
、

４
月
か
ら
助
成
券
を
利
用
す
る
方
は
、

３
月
14
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
４
月
以
降
、
森

林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村

長
へ
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

●
対
象　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新

た
に
取
得
し
た
方（
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提

出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

●
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

日
か
ら
90
日
以
内

●
届
出
事
項　

①
届
出
書
／
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
、氏
名
、所
有
者
と
な
っ

た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土

地
の
所
在
場
所
・
面
積
、
土
地
の
用
途

な
ど
を
記
載
。
②
添
付
書
類
／
登
記
事

項
証
明
書（
写
し
も
可
）、
ま
た
は
土
地

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位

置
を
示
す
図
面
。

※
詳
し
く
は
森
林
整
備
課
、
ま
た
は
地
方

事
務
所
林
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

　
　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
25
・
７
１
３
８

お
知
ら
せ

＜広告欄＞

 ご寄付いただいた皆様、あり
がとうございました。厚くお礼
申し上げます。（１月分）

◇森仁
ひと

志
し

様　大版画（14人の作
家の作品38点）／上田市の文
化振興のため

◇政
まさ

住
ずみ

とよ子様　グランドピ
アノ一式、その他楽器一式、
校庭時計塔（総額1,700万円相
当）／川辺小学校へ

◇渡邉正博様　現金10万円／ふ
るさと寄附金Aコースとして

◇赤松小三郎顕彰会様　紙芝居
「上田生まれの赤松小三郎さ
ん」／市内小中学校へ
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tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

福
島
の
子
ど
も
と
楽
し
む

は
る
の
お
ん
が
く
交
流
祭

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
に
苦
し
む
福

島
県
二
本
松
市
内
の
小
学
生
を
招
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
な

が
ら
触
れ
合
い
ま
す
。
当
日
の
飛
び
入
り

演
奏
も
歓
迎
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
31
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村

●
内
容　

音
楽
交
流
会（
午
後
０
時
30
分

〜
）、
福
島
の
現
状
の
話
、
飲
食
な
ど

ブ
ー
ス
出
店

●
参
加
費　

無
料

　

信
州
上
田
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
実
行

委
員
会
事
務
局（
直な
お

井い

）

　
　

TEL
０
７
０
・
５
５
６
５
・
３
５
１
７

版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

受
講
者
作
品
展

　

第
５
回
山
本
鼎
版
画
大
賞
展
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
水
性
木
版
画
・
リ
ト
グ
ラ
フ
）受
講
者
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
様
子
も
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
11
日
㈰
〜
20
日（
火
・
祝
）

午
前
９
時

〜
午
後
４

時（
３
月

14
日
㈬
は

休
館
）

●
場
所　

山

本
鼎
記
念

館
１
階
講

習
室

●
入
場
料　

無
料（
他

の
展
示
室
は
有
料
）

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

身
近
な
相
続
を
解
説

「
く
ら
し
の
教
室
」講
演
会

　

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
に
よ
る

講
演
会
で
す
。
身
近
な
相
続
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

３
月
19
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
演
題　
「
家
庭
の
法
律
知
識
」〜
身
近
な

相
続
に
つ
い
て
〜

●
講
師　

佐
藤
友と
も

則の
り

氏（
上
田
在
住
弁
護

士
会
幹
事
）

●
参
加
費　

無
料

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

人
権
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

仏
教
法
話
を
通
じ
て
、
人
権
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
会
議
室

●
演
題　
「
い
の
ち
を
慈
し
む
」一
切
の
生

き
と
し
て
生
け
る
も
の
は
幸
福
で
あ
れ

●
講
師　

西
田
正し
ょ
う

法ぼ
う

氏（
曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

永え
い

平へ
い

寺じ

布
教
部
長
）

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

部
落
解
放
同
盟
上
田
市
協
議
会

　
　

TEL
24
・
７
５
４
６

催
し

広報うえだの表紙写真が
県広報コンクールで
最優秀賞に

　このほど、平成
23年長野県市町村
広報コンクールの
結果が発表され、
広報うえだが、広
報写真の１枚写真
の部で最優秀賞を
受賞しました。受
賞の対象になった
のは、昨年の４月

せら知お

＜広告欄＞

CONTENTS

2011うえだ広報

表紙の説明は18ページ

4.1
No.121

 ２ 市議会最終日市長発言
 ３ 義援金の受付
 ４ 上田城千本桜まつり
 ７ 市長施政方針
 10 平成23年度当初予算
 15 自治会長名簿
 16 情報ぴっくあっぷ
 18 情報あ・ら・かると
 23 キラリ☆輝くこどもたち！
 25 情熱地域
 26 四ツ葉スケッチ
 28 読者通信

１日号の表紙写真。武石小学校６年生を送
る会で、アーチをくぐって退場する６年生
と見送る在校生の表情を撮影したもので
す。
　４月１日号は、㈳日本広報協会が主催す
る平成24年全国広報コンクールに推薦され
ました。
　 秘書課　TEL23･5149
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Information A La Carte

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
や
支
援
の
動
向
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
い
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

３
月
20
日（
火
・
祝
）午
後
２
時

〜
４
時

●
場
所　

し
ん
き
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
上

田
信
用
金
庫
本
店（
材
木
町
１
）

●
演
題　
「
知
っ
て
お
き
た
い
精
神
保
健

福
祉
と
地
域
支
援
」

●
講
師　

高
橋
武た
け

久ひ
さ

氏（
長
野
赤
十
字
病

院
元
副
院
長
）

●
参
加
費　

無
料

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
春
の
イ
ベ
ン
ト

◇
春
休
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ 

３
Ｄ
Ｓ
の
ソ
フ

ト「
プ
チ
コ
ン
」を
使
っ
て
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日（
火
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
講
師　

小
林
貴た
か

樹き

氏（
プ
チ
コ
ン
開
発

者
・
ス
マ
イ
ル
ブ
ー
ム
社
長
）

●
対
象　

小
学
校
高
学
年
〜
高
校
生

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
３
Ｄ
Ｓ
、
プ

チ
コ
ン
は
情
報
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
ま

す
。
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
持
ち
物　

昼
食

●
申
し
込
み　

３
月
13
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
39
・
１
０
１
０
）、
ま
た

は
メ
ー
ル（info@

um
ic.jp

）で
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
そ
の
他　

当
日
は
別
所
線
大
学
前
駅
か

ら
無
料
送
迎
車
を
運
行
し
ま
す
。

◇
春
休
み
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

●
日
時　

３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
内
容　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ど
う
ぶ

つ
し
ょ
う
ぎ
ほ
か

◇
子
ど
も
向
け
ケ
ー
タ
イ
教
室

●
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

●
講
師　

大
久
保
輝
夫
氏（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

ケ
ー
タ
イ
教
室
講
師
）

●
内
容　

携
帯
・
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
を
安

全
に
使
う
た
め
の
注
意
点
な
ど

●
対
象　

小
学
校
高
学
年
〜
高
校
生
、
お

よ
び
保
護
者

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

当
日
受
付
可
。
た
だ
し
、

資
料
準
備
の
た
め
、３
月
20
日（
火
・
祝
）

ま
で
に
電
話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
。

◇
親
子
で
パ
ソ
コ
ン
分
解
組
立
教
室

●
日
時　

３
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
対
象　

小
中
学
生
の
親
子（
小
学
４
年

生
以
上
は
一
人
で
の
参
加
可
）

●
定
員　

８
組

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

軍
手

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

◇
共
通
事
項

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

資
格
継
続
研
修
を
開
催

　

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格
の
有
効
期

間
が
残
り
１
年
以
内
の
方
を
対
象
に
、
実

技
の
復
習
な
ど
を
し
、
認
定
証
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

平
成
21
年
度
に
救
急
員
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

救
急
員
認
定
証
、
実
技
が
で

き
る
服
装
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

４
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
上

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ（
24
・
９
４
２
３
）ま
た
は
メ
ー
ル

（fukusi@
city.ueda.nagano.jp

）で
福

祉
課
へ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

を
手
元
に
用
意
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
９
９
０
）

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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キラリ★輝くこどもたち！

体
調
を
整
え
る

簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

　

上
田
商
工
会
議
所
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

◇
第
１
回
／
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
腰
痛
予
防

体
操（
マ
ッ
ト
は
用
意
し
ま
す
）

●
日
時　

３
月
23
日
㈮
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

塩
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
定
員　

先
着
30
名

◇
第
２
回
／
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
肩
こ

り
予
防
体
操

●
日
時　

３
月
27
日
㈫
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
定
員　

先
着
80
名

◇
共
通
事
項

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

浴
用
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

３
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
上
田
商
工
会
議
所
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

思い切り遊び・学び 
大事な幼児期を共に

大屋幼稚園

　昭和42年に開園した大屋幼稚園は、市
の郊外に位置し、周囲は田畑や野原などの
自然に囲まれ、大事な幼児期を過ごすのに
適した環境にあります。また、平成20年
３月には新園舎が完成し、充実した施設が
完備され、広い園庭で子どもたちは毎日元
気いっぱい走りまわり、水遊び・砂遊び・
泥んこ遊びをしています。今の時代だから
こそ、服が汚れるくらい思う存分泥んこ遊
びなどを満喫できる、のびのびとした保育
活動は、成長していく子どもたちにとって、
とても大きな意味があります。
　大屋幼稚園の一年は、季節ごとに行事が
盛りだくさんです。運動会や七夕発表会、
スイカ割りや焼きいも大会、餅つき大会な
どがあります。夏には広い園庭を利用した
畑で、みんなで野菜を栽培。子どもたちは

真っ黒になって野菜を収穫しています。
　また、年長になると体験できる「お泊ま
り保育」「和の文化体験（茶道）」も園児に大
人気です。一つひとつの行事を終える度に、
子どもたちは大きく、たくましく成長して
いきます。たくさんの友だちや先生方との
関わりが持てる、クラス単位、学年集会、
全園単位、縦割り保育での活動もあります。
　心身ともに大きく成長して欲しいとの願
いから、２年前からプロの先生による体操
教室も取り入れ、本格的に子どもの身体づ
くりに取り組んでいます。また、絵本の読
み聞かせにも力を入れています。子どもた
ちは、いつも目を輝かせながら先生の話を
聞いています。

　わが子の成長を見守る
親の気持ち同様、大事な
幼児期を当園で一緒に過
ごし、成長していく子ど
もたち全員の明るい未来
が楽しみです。

「縦割り保育中の子どもたち」

「日課の本の読み聞かせ」

＜広告欄＞
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ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
教
室

初
心
者
ク
ラ
ス（
前
期
）

●
日
時　

４
月
11
日
〜
６
月
27
日
の
水
曜

日
、
午
後
７
時
〜
９
時（
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

60
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
５
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
市
体
育
協
会
事
務
局（
TEL
27
・

９
４
０
０
）、
ま
た
は
上
田
市
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務
局
へ
。

　

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務

局（
五
味
）　

TEL
27
・
８
５
７
４

講
座
・
教
室

「臨時窓口」を開設します

せら知お
　３月・４月は引越しや転勤などにより様々な手続きが必
要になります。この時期に合わせて、月～金曜日の夜間や
土・日曜日にも手続きが可能な「臨時窓口」を開設します。
　どうぞご利用ください。

手 続 き の 内 容 持ち物（手続きにより異なります） 窓　　　口
異動届・出生届・死亡届・婚
姻届などの受理
印鑑登録、外国人登録、住民
票の写し・戸籍謄抄本など諸
証明の交付
国民健康保険証の交付、葬祭
費の支給申請、子ども手当の
認定請求

印鑑、市民カードまたは印鑑登録証、
住基カード、市民証など
国民健康保険証、介護保険被保険者証、
預貯金通帳（口座番号の分かるもの）
・子ども手当認定請求の場合は健康保
険証
・免許証など本人を証明する書類

市民課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）

学校の指定に関する手続き
（転校など） 印鑑

市税等の納付、口座振替手続
き、納税相談、納税証明書の
交付

・納税相談、納税証明書の交付／印鑑
・口座振替手続き／預貯金通帳（口座番
号の分かるもの）、届出印

収納管理課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）
国民健康保険に関する届出
（脱退・加入など）
後期高齢者医療に関する届出
国民年金に関する届出

印鑑、国民健康保険証、社会保険資格
取得（職場の保険証）・喪失証明書、後
期高齢者医療保険証、年金手帳（基礎年
金番号通知書）、年金証書

国保年金課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）
市営水道の開栓・閉栓手続き、
上下水道料金などの納付・口
座振替手続き
※県営水道（塩田・川西地区
の一部）に関する手続きは、
㈱ジェネッツ（TEL29・0810）
へ問い合わせください。

・開栓手続き／開栓手数料1,000円
・閉栓手続き／電話でも受け付けます。
・口座振替手続き／預貯金通帳（口座番
号の分かるもの）、届出印

サービス課
（市役所北庁舎１階）
上下水道課

（丸子地域自治センター）

場　　所 市役所本庁舎・北庁舎 丸子地域自治センター

期　　間 ３月21日㈬～４月３日㈫ ３月24日㈯・25日㈰・31日㈯、
４月１日㈰

時　　間 月～金曜日／午前８時30分～午後７時
土・日曜日／午前８時30分～午後５時15分 午前８時30分～午後５時15分

担 当 課
（問い合わせ）

市民課　　　TEL23・5334
学校教育課　TEL23・5101
収納管理課　TEL23・5117
国保年金課　TEL23・5118
サービス課　TEL22・1313

市民生活課
・異動届などの関係　　TEL42･1052
・納税の関係　　　　　TEL42･1028
上下水道課（業務係）　TEL42・1128

＜広告欄＞



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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講
座
・
教
室
／
募
集

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
67
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

３
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　

知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
話

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

平
成
24
年
度
山
本
鼎
記
念
館

美
術
教
室
受
講
生
募
集

　

版
画
、
洋
画
、
木
彫（
農
民
美
術
）を
基

礎
か
ら
学
べ
る
講
座
で
す
。

●
受
講
期
間　

４
〜
12
月
の
毎
月
２
回

（
合
計
16
回
・
８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
ま
た
は
午

後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館
１
階
講
習
室

●
コ
ー
ス
／
教
室
名（
講
師
）

・
初
心
者
コ
ー
ス
／
洋
画
Ａ（
宮
下
倬た
く

實み

氏
・
東
信（
上
小
）美
術
会
会
員
）、
木

彫
Ａ（
前
期
／
中
村
実み
の
る

氏
、
後
期
／
鈴

木
良よ
し

知と
も

氏
。
両
氏
と
も
長
野
県
農
民
美

術
連
合
会
会
員
）。

・
経
験
者
コ
ー
ス
／
洋
画
Ｂ（
大
井
喜き

久く

氏
・
東
信（
上
小
）美
術
会
会
員
）、
木

彫
Ｂ
教
室（
前
期
／
徳
武
忠ち
ゅ
う

造ぞ
う

氏
、
後

期
／
清
水
義よ
し

博ひ
ろ

）氏
。
両
氏
と
も
長
野

県
農
民
美
術
連
合
会
会
員
）

・
初
心
者
・
経
験
者
コ
ー
ス
／
版
画（
岩

田
良よ
し

雄お

氏
・
日
本
板
画
院
会
員
）

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
16
回
分
。
受

講
料
は
開
講
日
に
徴
収
。
道
具
代
・
材

料
代
は
別
途
実
費
）

●
申
し
込
み

３
月
10
日

㈯
〜
20
日

（
火
・
祝
）

に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
山

本
鼎
記
念

館
へ（
14

日
㈬
は
休

館
）。

　

山
本
鼎
記
念
館　

　
　

TEL
／
FAX
22
・
２
６
９
３

種
か
ら
育
て
る

花
づ
く
り
講
習
会

　

種
か
ら
育
て
る
花
づ
く
り
の
基
本
編
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
第
一
会
議
室

●
内
容　

花
づ
く
り
の
基
礎（
気
温
、
土
、

肥
料
）、
花
の
特
徴
に
つ
い
て

●
講
師　

武
田
正ま
さ

男お

氏（
上
田
市
農
業
バ

イ
オ
セ
ン
タ
ー
職
員
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

３
月
12
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
公
園
緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

市
民
農
園
の

利
用
者
を
募
集

　

市
内
に
あ
る
市
民
農
園
の
空
き
区
画
の

新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所

　

地　区 所　　在 枠数
新田 染谷丘高校北側 ４
諏訪形１ 諏訪形浄水場北側 １
諏訪形２ ３
塩尻 上田西高校東側 ２
上田原１ 県営上田野球場東側 ２
上田原２ 別所線上田原駅北側 １
下之条 下之条公民館北側 １
神川 神川地区公民館北側 ２
常磐城１ 上田警察署南側 ３
常磐城２ ３
岩門 岩門公民館北側 ２

　

所
在
地
詳
細
は
、
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
農
政
課
窓
口
で
確
認
で
き

ま
す
。

●
利
用
料　

１
区
画（
約
１
０
０
㎡
）年
間

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

３
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話

ま
た
は
、
農
政
課
窓
口
へ
。

　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
３
月
22
日
㈭
午

後
６
時
か
ら
市
役
所
南
庁
舎
５
階
第

３
・
４
会
議
室
で
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

＜広告欄＞
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Information A La Carte

「
上
田
市
多
文
化
共
生

推
進
協
会
」職
員
を
募
集

●
採
用
人
数　

１
名

●
職
務
内
容　

上
田
市
の
多
文
化
共
生
に

関
す
る
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

（
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、

多
文
化
共
生
事
業
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
、
協
会
会
員
の
交
流
や

研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
企

画
・
運
営
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い

子
ど
も
の
学
力
向
上
に
関
す
る
こ
と
、

広
報
紙
の
作
成
、
ブ
ロ
グ
更
新
ほ
か
）

●
応
募
資
格　

60
歳
未
満
で
パ
ソ
コ
ン
で

の
文
書
作
成（
ワ
ー
ド
）、
表
計
算（
エ

ク
セ
ル
）や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）が
で
き
る
方

●
就
業
場
所　

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー

●
雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
平
成
25
年
３

月
31
日（
勤
務
成
績
・
希
望
な
ど
に
よ

り
継
続
雇
用
あ
り
）

●
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
週
５
日（
１

日
７
時
間
45
分
）勤
務

●
給
与
そ
の
他
の
条
件　

月
額
19
万
４
６

　

０
０
円
交
通
費
別
途
支
給（
市
内
通
勤

を
基
準
と
し
上
限
あ
り
）、
社
会
保
険
・

健
康
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
に

加
入

●
採
用
方
法　

履
歴
書
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ

る
書
類
審
査（
一
次
選
考
）と
一
次
合
格

者
を
対
象
と
し
た
面
接
審
査（
二
次
選

考
）

●
提
出
書
類　

履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）、

「
大
勢
の
外
国
籍
市
民
が
暮
ら
す
上
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
た

８
０
０
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
、
返
信
用

封
筒（
長
形
３
号
封
筒
に
80
円
切
手
を

貼
り
、
返
信
先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
）

●
受
付
期
間　

３
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪
に

郵
送（
〒
３
８
６

－

８
６
０
１　

住
所

不
要　

上
田
市
市
民
課
宛
）ま
た
は
市

民
課
窓
口
へ（
郵
送
の
場
合
は
19
日
必

着
）。

　

市
民
課　

TEL
22
・
５
３
３
４

農
家
の
お
手
伝
い
さ
ん
を

募
集
し
ま
す

　

農
家
の
手
伝
い
を
す
る
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
農
業
に

興
味
の
あ
る
方（
未
経
験
者
歓
迎
）、
余
暇

を
生
か
し
て
農
作
業
を
し
て
み
た
い
方

は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
23
日
㈮
午
前
10
時
〜

●
場
所　
Ｊ
Ａ
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
会

議
室（
殿
城
）

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

学
校
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

授
業
中
落
ち
着
き
が
な
く
、
席
を
離
れ

る
こ
と
が
多
い
な
ど
、
特
別
に
配
慮
が
必

要
な
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
と
し

た
、
学
習
や
生
活
面
で
の
支
援
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

・
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方 

・
市
内
の
小
学
校
で
無
償
の
活
動
が
で
き

る
方（
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
）

・
学
校
の
教
育
活
動
に
関
心
と
意
欲
が
あ

り
、
発
達
障
害
な
ど
に
関
す
る
知
識
が

あ
る
方

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３

月
31
日（
応
募
者
と
相
談
の
う
え
決
定
）

●
活
動
内
容　

授
業
時
間
中
の
学
習
支

援
、
校
内
活
動
時
間
の
付
き
添
い
、
見

守
り
な
ど
の
生
活
支
援
。
小
学
校
か
ら

の
希
望
に
応
じ
て
、
時
間
帯
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

３
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
書（
学
校

教
育
課
お
よ
び
各
地
域
教
育
事
務
所
ま

た
は
、
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
学
校

教
育
課
へ
。

●
そ
の
他　

謝
金
や
交
通
費
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す（
保
険
掛
金
は
教
育
委
員
会
で
負

担
）。

　

活
動
中
に
知
り
得
た
個
人
情
報
に
つ
い

て
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

募
集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
涯
安
心
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

川
西
地
区
の
中
で
支
え
合
え
る
環
境
作
り
の
実
現
を
目
的
に
、
平
成

18
年
９
月
、有
志
15
人
で
設
立
し
た「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
る
わ
し
の
里
」。

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
の
通
院
や
買
い
物
の

足
と
し
て
の「
助
け
合
い
福
祉
輸
送
」、浦
里
児
童
ク
ラ
ブ
の
一
室
で
、

一
人
暮
ら
し
や
昼
間
一
人
の
高
齢
者
が
集
ま
り
茶
飲
み
話
や
趣
味
の

時
間
を
楽
し
む「
憩い
こ

い
の
場
」の
運
営
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
や
、
遊

休
荒
廃
農
地
へ
菜
の
花
や
蕎そ

麦ば

な
ど
の
景
観
作
物
を
栽
培
し
自
然
を

守
る
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
当
地
区

を
中
心
に
約
１
３
０
人
が
同
法
人
の
活
動
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

宿
場
町
の
面
影
を
残
す
浦
野
宿
や
、
日
本
の
原
風
景
で
あ
る
木
造

校
舎
の
浦
里
小
学
校
、
里
山
の
裾
野
に
広
が
る
リ
ン
ゴ
畑
や
田
園

風
景
な
ど
、
自

然
と
歴
史
に
恵

ま
れ
た
地
域
を

見
渡
せ
る
場
所

へ
展
望
台
を
作

り
、
景
色
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
昨
年
、

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
に
応
募
し
ま
し
た
。「
地
域
の

良
さ
や
魅
力
に
住
民
が
気
づ
い

て
い
な
い
。
眼
下
に
広
が
る
風

景
を
見
て
、
田
園
空
間
の
価
値

を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け
に
し

た
か
っ
た
」と
、
同
法
人
代
表

理
事
の
小
泉
寿
彦
さ
ん（
左
上

の
写
真
）は
話
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
23
日
、
浦
里
小
学
校
か
ら
北
へ
10
分
ほ
ど
歩
い
た
高
台

に
建
設
し
た「
田
園
空
間
博
物
館
金
剛
坊
展
望
台
」の
完
成
式
と
収
穫

祭
を
開
催
。
集
ま
っ
た
市
民
約
１
２
０
人
は
、
浅
間
山
や
美
ヶ
原
、

独と
っ

鈷こ

山さ
ん

な
ど
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
元
産
リ
ン
ゴ
や
、
メ
ダ

カ
の
棲す

む
田
ん
ぼ
ビ
オ
ト
ー
プ
で
作
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り

な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。
小
泉
さ
ん
は
、「
展
望
台
か
ら
の
景
色
を
見

て
、
地
域
の
歴
史
を
知
り
現
在
を
見
つ
め
、
未
来
を
語
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

眼
下
に
広
が
る
田
園
空
間
を
見
て

地
域
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

NPO法人うるわしの里

NPO法人うるわしの里では、今
年度、わがまち魅力アップ応援
事業の団体を対象とした、特色
あるまちづくり事業の採択を受
け、「田園空間展望台と収穫祭
事業」を行っています。地元材
木業者から購入したスギ材で会
員が手作りした展望台は、4.5
ｍ四方で高さ４ｍ。ゆっくり眺
望を楽しんでもらおうと木製の
テーブルや椅子も設置しまし
た。今後は、展望台周辺の清掃
や景観作物の栽培による周辺美
化など維持管理を推進するとと
もに、地元の農産物を振る舞う
収穫祭は来年度以降も継続して
開催する予定です。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

小
泉
寿
彦
さ
ん　
こ
い
ず
み　

と
し
ひ
こ

＜広告欄＞



　姉妹都市の和歌山県九度山町から小学５・６
年生66名が上田市を訪れ、スキーやそば打ち
などを満喫する体験学習が行われました。
　１月７日のスキー交流には、菅平小学校の児
童が参加。ほとんどの九度山町児童が初めてと
いうスキー体験に奮闘するなかで、菅平小児童
が時折手を貸し、アドバイスをしながら一緒に
スキーを楽しみ交流を深めました。歩くことに
苦労していた児童も午後には緩斜面を滑り下り
て笑顔を見せていました。
　翌日は姉妹都市提携の縁となった、九度山に
流された真田昌幸・幸村についての知識を深め
たいと、ゆかりの長谷寺を訪れ、昌幸とその父・
幸隆夫妻の墓所に参った後、真田氏歴史館を見
学しました。
　昼は、ゆきむら夢工房でそば打ちを体験。そ
ば粉をこねて固めることや、均一に薄く延ばす
ことに苦労しながらも、にぎやかに楽しく取り
組みました。慣れない大きなそば切り包丁を使
い、太さを確かめながら慎重に切り分けて、よ
うやくできたそばを味わっていました。

九
度
山
町
の
児
童
と
ス
キ
ー
交
流

姉
妹
市
町
児
童
間
交
流
事
業

木の温もりあふれる

　

１
月
20
日
、
塩
田
中
学
校
の
体

育
館
で
来
賓
約
１
２
０
人
、
同
校

の
生
徒
と
教
職
員
が
出
席
し
て
新

校
舎
の
竣し
ゅ
ん

工こ
う

式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
33
年
に
開
校
し
た
同
校
は

老
朽
化
の
た
め
改
築
す
る
こ
と

と
な
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
基
本

設
計
を
始
め
、
20
年
度
か
ら
新
校

舎
の
建
設
を
開
始
、
昨
年
11
月
に

外
構
工
事
以
外
の
す
べ
て
の
工

事
が
終
了
し
ま
し
た
。
新
校
舎

は
、
広
い
敷
地
に
南
校
舎
、
北
校

舎
、
ア
リ
ー
ナ
棟
、
渡
り
廊
下
棟
、
格
技
室
棟
が

ゆ
と
り
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
、
延
べ
床
面
積
は

１
万
１
９
３
４
㎡
。
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

木
の
温ぬ
く

も
り
あ
ふ
れ
る
内
装
が
特
徴
で
、
地
域
と

の
交
流
な
ど
に
も
利
用
で
き
る「
塩
の
ホ
ー
ル
」を

設
置
。
防
災
備
蓄
倉
庫
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な

ど
防
災
拠
点
機
能
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
23
年
度
生
徒
会
長
の
峰
村
竜た
つ

暉き

さ
ん

（
３
年
）が「
こ
の
校
舎
の
輝
き
が
何
十
年
も
先
の
、

孫
の
世
代
ま
で
続
く
よ
う
、
大
切
に
使
っ
て
い
き

ま
す
」と
挨
拶
し
、
出
席
者
全
員
で「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

塩田中新校舎が完成
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このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。



　１月27日、西内小学校で登り窯への焼き物の窯入
れが行われました。
　今回窯入れした作品は約120点で、６年生の卒業制
作と親子作品、および地域の焼き物愛好会の皆さんの
作品です。
　当日は、校舎内に保管してあった作品を６年生が協
力して、校舎裏の登り窯まで慎重に運び、指導の先生
と一緒に一つひとつ丁寧に窯へ入れた後、窯の口に煉

れん

瓦
が

を積み、土を塗って封をしました。
　火入れから、窯出しまでは約２週間かかります。窯
の中の火の通り具合などで作品の仕上がりが変わるの
で、子どもたちはどんな作品になるか窯出しを楽しみ
にしています。
　この焼き物作りは、昭和63年に初代の登り窯が造
られてから、途切れることなく続いていて、現在の登
り窯は、平成６年に保護者の協力で造られた２代目。
　毎年11月と２月の年２回、窯たきをして焼き物を
作っています。
　卒業制作は、子どもたちの大切な思い出であり、す
ばらしい作品を作り出してくれる登り窯は、地域の大
切な宝物です。

西
内
小
学
校
卒
業
制
作

登
り
窯
が
作
り
出
す
大
切
な
思
い
出

　

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
る
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
祭
が
２
月
４
日

に
武
石
と
も
し
び
博
物
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
家
族
連
れ

な
ど
約
１
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
博
物
館
や
庭
園
に
は「
灯あ
か

り

を
楽
し
む
会
」の
皆
さ
ん
や
、
児
童
館
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

が
手
作
り
し
た
氷
灯ど
う

篭ろ
う

な
ど
、
約
８
０
０
個
が
灯と
も

さ
れ
、
周
辺
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

灯
り
を
楽
し
む
会
の
清
住
崇た
か

之ゆ
き

会
長
は
、「
昨
年
の
茶
灯
会
に

続
き
震
災
に
あ
っ
た
方
々
へ
、
今
年

も
武
石
か
ら
元
気
を
届
け
よ
う
と
思

い
を
込
め
、
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
友ゆ
う

の
文
字

を
作
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
全
問
正
解
者
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
る
企
画
で
、

来
場
者
は
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
い
日
で
し
た
が
、「
体

も
心
も
暖
め
て
く
だ
さ
い
」と
書
か

れ
た
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
券
が
配
ら

れ
、
来
場
者
は
、
会
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
美
味
し

い
豚
汁
を
食
べ
て
暖
ま
り
ま
し
た
。

武石ともしび博物館

アイスキャンドル祭
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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４
３
平
成
24
年
３
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
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８
６
０
１
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野
県
上
田
市
大
手
１

－
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－
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TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
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０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
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２
４
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No.

人口：158,965人　男：77,762人  女：81,203人　世帯数：63,028戸　
外国人登録者数：3,899人　男：1,811人　女：2,088人

人の動き（平成24年２月１日現在）

　

１
月
22
日
か
ら
２
月
12
日
ま
で
、
上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

で
新
生
上
田
市
５
周
年
記
念
事
業「
原
田
泰
治
の
世
界
展
in
上

田
２
０
１
２
」が
開
催
さ
れ
、
原
田
泰
治
氏
が
描
い
た
原
画
69

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
期
間
中
の
１
月
28
日
・
29
日
、

２
月
12
日
に
は
原
田
先
生
の
サ
イ
ン
会
が
、
2
月
4
日
に
は
こ

ど
も
絵
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
の「
武
石
の
秋
」に
加
え
、「
桜
色
の
里
」

（
古
安
曽
）、「
雪
舞
う
ほ
と
り
」（
生
田
）、「
真
夏
の
午
後
」（
傍
陽
）

の
新
作
３
点
が
発
表
さ
れ
、
市
内
４
地
域
の
春
夏
秋
冬
を
描
い

た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
原
田
さ
ん
が
取
材
で
絵

を
描
く
場
所
を
探
す
苦
労
や
、
絵
は
空
や
遠
い
山
か
ら
描
き
始

め
る
な
ど
描
写
方
法
を
説
明
し
、「
上
田
の
皆
さ
ん
に
、
ふ
る

さ
と
に
こ
ん
な
い
い
所
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

更
に
自
信
を
持
っ
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
夫
婦
で
会
場
を
訪
れ
た
小
林
俊
郎
さ
ん（
埼
玉
県
）

は
、「
新
作
が
展
示
さ
れ
る
と
思
っ
て
来
ま
し
た
。
原
田
さ
ん

の
絵
は
山
里
や
農
村
の
風
景
が
い
い
で
す
。
子
ど
も
の
頃
の
記

憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

原
田
泰
治
の
世
界
展
in
上
田
２
０
１
２

情
報
提
供
／「
ふ
る
さ
と
う
え
だ
絆
深
め
て
」実
行
委
員
会

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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